
氏名 足立広明

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 大学で学ぶ西洋
史〔古代・中
世〕

共

① 古代末期研究の
文化論的転回に
ついて

単

② Thecla's Cult
and Women's
Tradition in
Ancient
Christianity

単

③ 古代末期研究の
文化論的転回に
ついて

単

① ピーター・ブラ
ウン著『古代末
期の形成』

単 西洋古代末期研究のパイオニアと言われる著者
の、学会に大きな影響を与えた講演集の翻訳。

これまで継続してきたテクラ研究について、教父
学の国際学会で発表した。初期キリスト教におけ
る女性の積極的関与を強調する内容。

古代末期研究における研究手法上のパラダイム転
換について述べた。①との相違として、全体的動
向に重点を置く問題提起を基調とした。

服部良久他編集。筆者は第2章第5節「キリスト教
と古代末期」担当。

古代末期研究における研究手法上のパラダイム転
換について述べた。主にジェンダー研究の古代末
期研究への影響を中心に問題提起した。
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取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、史学研究会、史学会、日本オリエント学会、日本西洋古典学会、地
中海学会、キリスト教史学会、日本ビザンツ学会、西洋史研究会

地中海世界の古代末期における社会・文化変容

1990年同志社大学大学院文学研究科文化史学専攻博士課程後期単位取得退学

文学修士

（その他）

（学会発表）

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

ミネルヴァ書房2006年8月

西洋史（古代末期の社会史）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

地中海古代末期研究の碩学ピーター・ブラウンの『古代末期の形成』翻訳出版。西洋史およびキリス
ト教史関連の学会にとっては重要な位置づけを持つ著書の邦訳である。ほかに南山大学で国際学会発
表。

大阪市立大学大学院にて非常勤講師。ミネルヴァ書房より共同執筆にて教科書出版。

川西市生涯学習短期大学「レフネック」にて3回連続講義（6月10日[土〕、6月17日〔土］、7月1日
[土〕）

文学部学生指導委員長、空手部顧問。

2006年9月

2006年9月

2006年12月

慶應義塾大学出版会2006年10月

西 洋 古 代 史 の 会
於：東京大学

環太平洋国際教父学
会　於：南山大学

西洋古代史研究会大
会　於：京都大学


